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資料２（平成 20 年 1 月 4日） 

（仮称）愛・地球博瀬戸会場跡地公園 構想 第２報（第２回面談報告） 

 

 今までに２回、計４時間ほど市の担当者と面談しました。郡山副会長より問題提起（黒文字ゴチック）

がありましたので、それを軸にこれまでの情報を整理して共有したいと思います。 

 「青字」は、今までの情報または決まり事［明朝文字］、「赤字」は、私の意見です【丸ゴチック文字】。 

問題提起「万博瀬戸公園への提案の進め方」 

Ａ 総会前に再度打合せし 総会提案の資料を作る必要あり 

 ［総会 ２月９日（土）午後１時～４時］ 【案】懇親会 １７時～１９時３０分（寿司処 角） 

 事前に、総会議事提案のために運営会議（役員会）を開催する必要があると考えます 

 ［１月１２日（土）午後１時～ やすらぎ会館２０１号室で運営会議を行います。 

 役員の皆さん、ご都合の良い会員の方、ご出席をお願いします。］ 

 

B 瀬戸市の基本計画の資料を貰い精読する必要あり 【←たぶん無い！？】 

 それに基づき提案すべき内容を纏めた方がいいと思う 
 ［今までの面談で、「万博理念の継承」とアンケートに基づき「モリ・コロに触れる場」「地形を生かす」「天

水皿が展望できる」などを基本構想としている。（第１回面談資料 参照） 

 ＜今回の面談で再確認＞「万博瀬戸ボラせんの会（当会）」を市民団体の窓口として今後は協働したい。］ 

 【市からの提案は、当会が『どこまで関わってもらえますか』との事。 

 市の発案した基本構想で進めるのであれば、当会は必要ない気がします。 

 前回、市のやり方に厳しい意見を出しました。そのため、今後は、こちらの意見と市側の意向のすり合わ

せを行いますが、我々が、万博跡地公園で何をしたいかが「カギ」です。 

 これから具体的基本構想を当会として提示していく方向で交渉して行きたいと思います。】 

 
C 基本理念としての「愛地球博の理念継承」を「環境」「市民参加」「Ｖｏへのｍｏｔｉｖｅ

ｔｉｏｎ」につき再確認   環境保全への寄与・ＶＯ意識の昂揚・運営自主参加ｅｔｃ 

 ［市（または県や万博協会）としては、それなりの「万博理念の継承理念」の施設にしたい。 

 具体的なプランは無いのと同じ。当会が窓口となり協議が出来ることは有難い。指摘があれば、必要な団

体と交渉・協議する。］ 【Ｂと同じ考え方です。】 

 

Ｄ 箱物で終わらせない為にも、求める機能をもう少し議論討議して統一した見解を持つ 

  ・記念品展示館 

    万博記念館に任せる 参加者当事者だけのノスタルジアに終わる事無く、自分達の 

    経験努力がどう継承されるべきか？を訴える 

  ・研修会場 

    海上の森センターとの競業 運営・テーマの課題 ［瀬戸市は競業でなく協働の意向です］ 
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  ・休憩所 

    遊園地であれば必要 モリコロ公園の公園広場を活用出来ないか？ 

  ・管理事務所 

Ｅ 特定できない部分有り 近辺の各所施設との連携・協働活用が重要 

  海上の森センター 愛知工業大学 モロコロパーク  

Ｆ ＥＸＰＯ瀬戸会場に特化したもの 長久手会場と違った物を この公園に残そう 

 当グループもその集まりと思う  天水皿を見て何を発展させて行くか追求する 

 （難しい課題 風呂敷を広げすぎた？） 

 ［＜Ｄ～Ｆについて＞ 市としても短期間で見向きもされなくなる施設（通称 ハコ物）にしたくない。 

 市民の声を聴いて作りたい意向。ただ現実問題で、期限が迫っている。平成２０年３月までに設計をして、

予算案を議会に出すため必要があり、当会に内部資料を提示し、意見を聴きたい。 

 瀬戸会場跡地にある「海上の森センター・里山遊歩ゾーン（県）」「海上広場・市民パビリオン跡（愛知工

大）「やきものモニュメント・天水皿・あじさい公園（瀬戸市）」の三者による地権による境界を取り去り、

一体として、瀬戸市のリーダシップで、協議運営を行う意向。] 

 【私は、ある程度の指針が必要かもしれないが、万博期間中の活動と同じで、日々改善すればと考えます。 

 やっと、我々の会が、愛･地球博ボランティアの親睦会から実践の会になるのだから、最初から型にはめ込

むことをしない方が良いと思います。 

 施設が、活用されれば「ハコ物」にならない。極論、当初の思惑と違って行っても、遺産ではなく、活用

されることが大事だと思います。当会の活動・運用が、「第２のカギ」です。 

 ※１ このことについて、皆さんにお集まりいただき、意見の集約をしたいと考えています。 

 ※２ ボランティアの自由な発想から実現可能なものにしていくことが、魅力あるボランティア活動にし

て行くことになると思います。 

 ※３ 制約もありますが、記念公園と違いボランティアの意向が反映される公園になると期待していま

す。】 

Ｇ 瀬戸会場の円形の建物（計画中の建物は□）はシンボル的な建造物だった！！螺旋階段を

利用し 記念品展示 パネル掲示 写真展 等を考える中心部は円形ホール（開催中は

色々な討論会 講演会があり有意義な会場だった）一階はトイレ・休憩場として活用 段

差を生かし屋上から天水皿が見やすい高さにする円筒形の建物を活かし 通風による換

気・冷房暖房の管理に省エネ技術の活用 

 【図面の提示で、建物は概ね決まっているようですが、担当者に聴いてみます。】 

 ［最初から意見を聴く機会があればよかったのですが、ほぼ図面に沿った建物になる。 

 使い勝手や建物の延べ面積を最小限にしたいことから、片側曲面の長方形建築物にした。］ 

 

Ｈ 年明け後に一回会って打ち合わせしたいと思います。 

 ただ 思いついた物をメモしましたよろしく 

 【Ａのように考えています。】［１月１２日（土）午後１時～ やすらぎ会館２０１号室で運営会議］ 


